
第１問 次の問い（問１～５）に答えよ。（配点 ２０）

問 １ 図�のように，水平面と角度 θをなすなめらかな斜面上に，質量mの小物

体を置く。小物体に力を加え，斜面に沿ってゆっくりと高さ hだけ引き上げ

た。小物体に加えた力がした仕事を表す式として正しいものを，下の�～�の

うちから一つ選べ。ただし，重力加速度の大きさを gとする。 １
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問 ２ 図�のように，物体に�本のひもをつなぎ，ばねばかりで水平面内の�方向

に引き，静止させた。このとき，ひも A，B，Cから物体にはたらく力の大き

さをそれぞれ FA，FB，FCとする。これらの比として正しいものを，下の�～

�のうちから一つ選べ。FA：FB：FC＝ ２
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問 ３ 次の文章中の空欄 ア ～ ウ に入れる語句の組合せとして最も適当

なものを，下の�～�のうちから一つ選べ。 ３

ガラス棒を絹の布でこすると，ガラス棒が正に帯電した。これは，ガラス棒

から絹の布に ア が移動したためである。帯電している物体がもつ電荷に

は正電荷と負電荷の�種類があり，同種の電荷は互いに イ 。電荷がもつ

電気量の単位には ウ を用いる。

ア イ ウ

� 陽 子 引きあう アンペア（A）

� 陽 子 引きあう クーロン（C）

� 陽 子 反発しあう アンペア（A）

� 陽 子 反発しあう クーロン（C）

� 電 子 引きあう アンペア（A）

	 電 子 引きあう クーロン（C）


 電 子 反発しあう アンペア（A）

� 電 子 反発しあう クーロン（C）
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問 ４ 次の文章中の空欄 エ ・ オ に入れる数値の組合せとして最も適当

なものを，下の�～�のうちから一つ選べ。 ４

図�のように，静止している観測者から距離 Lの位置にビルがある。観測

者とビルを結ぶ線上のある地点で，時刻 t＝�sに合図用のピストル音を鳴ら

したところ，観測者はピストルから直接届く音を t＝１．０sに聞き，ビルの壁

で反射して届く音を t＝２．０sに聞いた。空気中の音速は約 エ m/sなの

で，Lの値はおよそ オ mである。
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� ３４０ ３４０
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� ３４００ ６８００
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問 ５ 熱容量が CA＝３．０×１０２ J/Kで温度が５０℃の物体 Aと，熱容量が CBで

温度が１８℃の物体 Bを接触させた。それぞれの温度変化を測定したところ，

図�のようなグラフが得られた。十分長い時間が経った後，両者の温度は

３０℃になった。物体 Aが物体 Bに与えた熱量と，CAと CBの大小関係の組合

せとして最も適当なものを，下の�～�のうちから一つ選べ。ただし，CAと

CBは温度によらずそれぞれ一定で，物体 Aと物体 Bの間でのみ熱の移動が

あったものとする。 ５
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熱量〔 J〕 大小関係

� １．５×１０ CA＞ CB

� １．５×１０ CA＝ CB

� １．５×１０ CA＜ CB

� ３．６×１０３ CA＞ CB

� ３．６×１０３ CA＝ CB

	 ３．６×１０３ CA＜ CB


 ６．０×１０３ CA＞ CB

� ６．０×１０３ CA＝ CB

� ６．０×１０３ CA＜ CB
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第２問 次の文章（Ａ・Ｂ）を読み，下の問い（問１～４）に答えよ。（配点 １５）

Ａ 音などで起こる「うなり」という現象を考える。

図�とは，わずかに異なる二つの振動数 f１と f２の波（ f１＞ f２）の，ある位

置での時間と変位の関係を示している。図�は二つの波を一つの図の中に描い

たものである。
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問 １ これら二つの波の合成波の，図�と同じ位置での時間と変位の関係を表す

グラフは図�の�～�のうちどれか。また，うなりの周期はそのグラフ中に

示された時間間隔 Aと Bのどちらか。グラフと時間間隔を示す記号の組合

せとして最も適当なものを，下の�～�のうちから一つ選べ。ただし，図�

のグラフの目盛りは，図�のグラフの目盛りと等しいものとする。 ６
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問 ２ うなりの周期 Tを表す式として正しいものを，次の�～�のうちから一

つ選べ。T＝ ７
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Ｂ 電気抵抗について考える。

問 ３ 抵抗値 Rの抵抗に６．０Vの直流電圧を加えたところ，１．０秒間に１２Jの

ジュール熱が発生した。抵抗値 Rは何 Ωか。最も適当なものを，次の�～

�のうちから一つ選べ。R＝ ８ Ω

� ０．３３ � ０．５０ � ２．０

� ３．０ � １２ � ７２

問 ４ 次のような�本の金属線 a，b，cを用意した。

材 料 抵抗率〔Ω・m〕 断面積〔m２〕 長さ〔m〕 抵抗値〔Ω〕

a 銅 １．７×１０－８ １．０×１０－７ １．０ Ra

b 鉄 １．０×１０－７ １．０×１０－７ １．０ Rb

c 鉄 １．０×１０－７ １．０×１０－８ ２．０ Rc

金属線の抵抗値の大小関係として正しいものを，次の�～�のうちから一

つ選べ。 ９

� Ra＞ Rb＞ Rc � Ra＞ Rc＞ Rb

� Rb＞ Ra＞ Rc � Rb＞ Rc＞ Ra

� Rc＞ Ra＞ Rb � Rc＞ Rb＞ Ra
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第３問 次の文章（Ａ・Ｂ）を読み，下の問い（問１～４）に答えよ。（配点 １５）

Ａ 図�のように，小球を速さ v０で鉛直上向きに発射できる装置を備えた台車が

水平な床の上にある。ただし，重力加速度の大きさを gとし，空気抵抗は無視

できるものとする。

台車

床

発射装置小球

図 �

問 １ 時刻 t＝�に，静止した台車から小球を打ち出した。小球が最高点に到達

する時刻を表す式として正しいものを，次の�～�のうちから一つ選べ。

１０

� v０
２g

� v０
g

� ２v０
g

� v０２

２g
	 v０２

g
� ２v０２

g

物理基礎

― １６ ― （２１０７―１６）



問 ２ 次の文章中の空欄 ア ・ イ に入れる語句の組合せとして最も適

当なものを，下の�～�のうちから一つ選べ。 １１

次に，一定の速度で動く台車から小球を打ち出す。このとき小球が到達す

る最高点の高さは，静止した台車から打ち出した場合と比べて ア ，小

球は発射装置の イ に落下する。

ア イ

� 高くなり 前 方

� 高くなり 後 方

� 高くなり 中

� 低くなり 前 方

� 低くなり 後 方

� 低くなり 中

	 変わらず 前 方


 変わらず 後 方

� 変わらず 中

物理基礎

― １７ ― （２１０７―１７）



Ｂ なめらかに回転する軽い滑車に，軽くて伸びないひもを使って，同じ質量をも

つ�個の物体を取り付けた。重力加速度の大きさを gとする。

問 ３ 図�のように，�個の物体 A，B，Cを静止させた。物体の質量はいずれ

もmである。このとき，物体 Aを鉛直下向きに引くひもの張力の大きさ T

として正しいものを，下の�～�のうちから一つ選べ。T＝ １２
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問 ４ 次に，図�のように，物体 Aの下部のひもを静かに放して物体を運動さ

せた。物体 Aの加速度の大きさとして正しいものを，下の�～�のうちか

ら一つ選べ。 １３
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問題と解答は、独立行政法人　大学入試センターホームページより転載しています。
ただし、著作権上の都合により、一部の問題・画像を省略しています。
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